
(57)【要約】

【課題】　この考案は、人間の顔の変形量が定量的に把

握出来る様にした検顔用鏡を開発・提供するものである

。

【解決手段】　この課題を解決する為の手段として、鏡

の表面中心部に取手と平行で、且つ、上下両端部を連結

する1本の縦線を設け、且つ、該縦線を基準にして直交

し、且つ、左右両端部を連結する複数の横線を中央部に

設け、且つ、該縦線上の一端部に振り子用紐の係止部を

設け、且つ、該係止部に所定長さを有する振り子の紐の

一端を係止し、他端に錘を係止して設けた事を特徴とす

る検顔用手鏡から構成される。

【選択図】　図１
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【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 化 粧 時 等 に 使 用 す る 鏡 （ １ ａ ） に お い て 、 該 鏡 （ １ ａ ） の 表 面 中 心 部 に 上 下 両 端 部 を 連
結 す る 1本 の 縦 線 （ ２ ） を 設 け 、 且 つ 、 該 縦 線 （ ２ ） を 基 準 に し て 直 交 し 、 且 つ 、 左 右 両
端 部 を 連 結 す る 複 数 の 横 線 （ ３ ） を 中 央 部 に 設 け 、 且 つ 、 該 縦 線 上 の 一 端 部 に 振 り 子 用 紐
（ ５ ） の 係 止 部 （ ４ ） を 設 け 、 且 つ 、 該 係 止 部 （ ４ ） に 所 定 長 さ （ Ｌ ） を 有 す る 振 り 子 の
紐 （ ５ ） の 一 端 を 係 止 し 、 他 端 に 錘 （ ６ ） を 係 止 し て 設 け た 事 を 特 徴 と す る 検 顔 用 鏡 。
【 請 求 項 ２ 】
　 鏡 （ １ ａ ） の 中 央 部 に 設 け た 複 数 の 横 線 （ ３ ） を 、 細 線 又 は 破 線 （ ３ ａ ） と 所 定 間 隔 （
Ｐ ） 毎 に 太 線 （ ３ ｂ ） で 描 き 、 焦 点 を 合 わ せ 易 く す る 事 で 、 鏡 （ １ ａ ） に 描 写 さ れ る 顔 （
Ｆ ） の 形 状 ・ 位 置 ・ 変 形 状 態 等 を よ り 鮮 明 に 見 易 く し た 事 を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 検
顔 用 鏡 。
【 考 案 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 考 案 は 、 化 粧 時 等 に 使 用 す る 検 顔 用 鏡 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 本 来 、 化 粧 時 等 に 使 用 す る 鏡 は 、 人 間 の 身 体 の あ り の ま ま の 姿 形 を 映 し 出 す の が 目 的 で
、 あ る べ き 姿 で あ る 基 準 に 対 し て 、 ど れ 位 変 形 し て い る か 、 又 、 ず れ て い る か を 見 極 め る
為 の も の で は な か っ た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 従 っ て 、 従 来 の 鏡 は あ り の ま ま の 姿 を い か に し て 見 易 く す る か が 課 題 で あ っ て 、 そ の 課
題 を 解 決 す る 為 の 、 種 々 の 提 案 が 出 願 さ れ て い る 。 （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ を 参 照 。 ）
【 特 許 文 献 １ 】 実 用 新 案 公 開 平 ０ ７ － ０ ３ ９ ７ １ １
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し 、 上 記 の 従 来 技 術 で は 人 間 の 顔 の 変 形 量 は 定 量 的 に 把 握 出 来 な い 為 、 ど こ を ど れ
だ け 修 正 す れ ば 良 い か が 判 ら な か っ た 。
【 考 案 の 開 示 】
【 考 案 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 そ こ で 、 こ の 考 案 は 上 記 問 題 を 解 決 す る 為 、 人 間 の 顔 の 変 形 量 が 定 量 的 に 把 握 出 来 る 様
に し た 検 顔 用 鏡 を 開 発 ・ 提 供 す る も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の 課 題 を 解 決 す る 為 の 手 段 と し て 、 鏡 の 表 面 中 心 部 に 取 手 と 平 行 な 1本 の 縦 線 を 設 け
、 且 つ 、 該 縦 線 に 直 交 す る 複 数 の 横 線 を 設 け 、 且 つ 、 該 縦 線 上 の 一 端 部 に 振 り 子 用 紐 の 固
着 部 を 設 け 、 且 つ 、 該 固 着 部 に 所 定 長 さ を 有 す る 振 り 子 の 紐 の 一 端 を 係 止 し 、 他 端 に 錘 を
係 止 し て 設 け た も の で あ る 。
【 考 案 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 鏡 の 表 面 中 心 部 に 1本 の 縦 線 を 設 け 、 且 つ 、 該 縦 線 に 直 交 す る 複 数 の 横 線 を 設 け 、 且 つ
、 該 縦 線 上 の 一 端 部 に 振 り 子 用 紐 の 係 止 部 を 設 け 、 且 つ 、 該 係 止 部 に 所 定 長 さ を 有 す る 振
り 子 の 紐 の 一 端 を 係 止 し 、 他 端 に 錘 を 係 止 し て 設 け る 事 で 、 顔 の 変 形 又 は ズ レ ・ 傾 き 等 を
自 覚 す る 事 が 出 来 る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 更 に 、 顔 の 変 形 又 は ズ レ ・ 傾 き 等 を 自 覚 す る 事 で メ イ ク や 顔 の マ ッ サ ー ジ 、 普 段 の 癖 の
意 識 付 け 等 に よ り バ ラ ン ス の と れ た 顔 に 成 る 。
【 考 案 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
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　 そ こ で 、 こ の 考 案 を 実 施 す る 為 の 最 良 の 形 態 と し て は 、 本 考 案 を 使 用 す る 事 で 自 分 の 顔
の 変 形 度 合 を 自 覚 し 、 且 つ 、 そ の 変 形 し た 顔 を 修 正 す る 為 の 用 具 が 付 属 さ れ れ ば 最 良 で あ
り 、 こ の 付 属 用 具 に つ い て は 別 途 出 願 予 定 で あ る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 そ こ で 、 こ の 考 案 の 一 実 施 例 を 図 １ ～ 図 ２ に 従 っ て 詳 述 す る と 、 手 鏡 （ １ ） の 鏡 （ １ ａ
） の 上 面 中 心 部 に 取 手 （ １ ｂ ） と 平 行 で 、 且 つ 、 上 下 両 端 部 を 連 結 す る 1本 の 縦 線 （ ２ ）
を 設 け 、 且 つ 、 該 縦 線 （ ２ ） を 基 準 に し て 直 交 し 、 且 つ 、 左 右 両 端 部 を 連 結 す る 複 数 の 横
線 （ ３ ） を 中 央 部 に 設 け 、 且 つ 、 該 縦 線 上 の 一 端 部 に 振 り 子 用 紐 （ ５ ） の 係 止 部 （ ４ ） を
設 け 、 且 つ 、 該 係 止 部 （ ４ ） に 所 定 長 さ （ Ｌ ） を 有 す る 振 り 子 の 紐 （ ５ ） の 一 端 を 係 止 し
、 他 端 に 錘 （ ６ ） を 係 止 し て 設 け た 事 を 特 徴 と す る 検 顔 用 手 鏡 か ら 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 又 、 鏡 （ １ ａ ） の 中 央 部 に 設 け た 複 数 の 横 線 （ ３ ） を 、 細 線 又 は 破 線 （ ３ ａ ） と 所 定 間
隔 （ Ｐ ） 毎 に 太 線 （ ３ ｂ ） で 描 き 、 焦 点 を 合 わ せ 易 く す る 事 で 、 鏡 （ １ ａ ） に 描 写 さ れ る
顔 姿 （ Ｆ ） の 形 状 ・ 位 置 ・ 変 形 状 態 等 を よ り 鮮 明 に 見 易 く し た 事 を 特 徴 と す る 検 顔 用 手 鏡
か ら 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 ２ は 、 本 来 あ る べ き 顔 の 中 心 線 と 実 際 の 顔 （ Ｆ ） の 中 心 線 （ 顔 の 傾 き 度 合 ） の 関 係 を
表 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 次 に 、 こ の 考 案 の 使 用 方 法 に つ い て 具 体 的 に 説 明 す る と 、 ま ず 、 最 初 に 手 鏡 を 手 で 持 っ
て 真 直 ぐ に 立 ち 、 手 鏡 （ １ ） と 顔 の 間 を 約 ２ ５ ～ ３ ０ ｃ ｍ 離 し て 、 そ の ま ま 自 分 の 顔 （ Ｆ
） を 見 る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 そ し て 、 手 鏡 （ １ ） の 中 心 に あ る 縦 線 部 （ ２ ） と 振 り 子 の 紐 （ ５ ） が 重 な る よ う に 合 わ
せ 、 更 に 、 横 線 の 太 い 線 （ ３ ｂ ） の 最 上 部 を 目 の 下 部 に 合 わ せ 、 左 右 の バ ラ ン ス を 確 認 す
る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 例 え ば 、 図 ３ に 示 す 様 に 、 手 鏡 （ １ ） の 中 心 部 の 縦 線 （ ２ ） が 、 振 り 子 の 紐 （ ５ ） と 一
致 し て い な い 場 合 は 、 顔 （ Ｆ ） が ず れ て い る 事 に な る 。 又 、 図 ４ に 示 す 様 に 、 手 鏡 （ １ ）
の 中 心 部 の 縦 線 （ ２ ） が 、 振 り 子 の 紐 （ ５ ） と 一 致 し て い る 場 合 は 、 ず れ の 無 い 理 想 的 な
顔 （ Ｆ ） と い え る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ の 考 案 は 、 人 間 の 顔 （ Ｆ ） の 変 形 量 が 定 量 的 に 把 握 出 来 、 且 つ 、 自 覚 す る 事 で メ イ ク
や 顔 の マ ッ サ ー ジ 、 普 段 の 癖 の 意 識 付 け 等 に よ り バ ラ ン ス の と れ た 顔 に 出 来 る 事 か ら 、 男
女 問 わ ず 、 大 人 か ら 子 供 に 至 る ま で 広 範 囲 に 寄 与 す る 点 で 、 産 業 上 の 利 用 可 能 性 を 有 す る
。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ７ 】
【 図 １ 】 こ の 考 案 の 一 実 施 例 を 示 し 、 正 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 こ の 考 案 の 一 実 施 例 を 示 し 、 本 来 あ る べ き 顔 の 中 心 線 と 実 際 の 顔 の 中 心 線 （ 顔 の
傾 き 度 合 ） の 関 係 を 表 し た 正 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 こ の 考 案 の 使 用 例 を 示 し 、 顔 に ず れ が 生 じ て い る 場 合 の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 こ の 考 案 の 使 用 例 を 示 し 、 ず れ の 無 い 理 想 的 な 顔 の 場 合 の 正 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 　 　 １ 　 手 鏡
　 　 　 １ ａ 　 鏡
　 　 　 １ ｂ 　 取 手

10

20

30

40

50

(3) JP 3100676 U 2004.5.27



　 　 　 ２ 　 縦 線
　 　 　 ３ 　 横 線
　 　 　 ３ ａ 　 細 線 又 は 破 線
　 　 　 ３ ｂ 　 太 線
　 　 　 ４ 　 固 着 部
　 　 　 ５ 　 紐
　 　 　 ６ 　 錘
　 　 　 Ｆ 　 顔
　 　 　 Ｌ 　 所 定 長 さ
　 　 　 Ｐ 　 所 定 間 隔 10

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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